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購
読
の
申
し
込
み

ＬＭＥ在庫

ア
ル
ミ
、100
万
㌧
割
れ

約
11
年
ぶ
り
ル
ー
ル
改
正
映
す

亜
鉛
、5
年
ぶ
り
低
水
準

20
万
㌧
割
れ
、相
場
押
し
上
げ

三菱マテ

銀
焼
成
膜
付
き
Ｄ
Ｂ
Ａ
基
板
開
発

銀
焼
成
膜
付
き
Ｄ
Ｂ
Ａ
基
板
開
発

中
高
温
大
気
下
で
使
用
可
能

原
田
義
昭
環
境
相
が
会
見

低
炭
素
社
会
に
意
欲

銅管、8月輸入30％増
3カ月ぶり、中国産伸び

アルミ工 場を
台湾企業に売却

米アーコニック

劣
後
債
240
億
円

期
限
前
弁
済

昭
和
電
工

ロ
ン
ド
ン
金
属
取
引
所
（
Ｌ
Ｍ
Ｅ
）
の
ア
ル
ミ
在
庫
が
、
10
年
7
カ
月
ぶ
り
に
1
0
0
万
㌧
を
割
り
込
ん

だ
。
過
去
最
高
を
記
録
し
た
2
0
1
4
年
1
月
の
5
4
9
万
2
3
2
5
㌧
か
ら
減
少
傾
向
が
続
い
て
お
り
、

直
近
ピ
ー
ク
か
ら
の
減
少
率
は
8
割
を
超
え
た
。
入
庫
よ
り
出
庫
が
常
に
多
く
な
る
こ
と
を
義
務
付
け
た
Ｌ

Ｍ
Ｅ
倉
庫
ル
ー
ル
の
改
正
や
、
生
産
者
の
減
産
な
ど
に
よ
り
、
Ｌ
Ｍ
Ｅ
在
庫
か
ら
ア
ル
ミ
地
金
を
引
き
出
す

動
き
が
続
い
て
き
て
い
る
。

08
年
の
リ
ー
マ
ン
・
シ

ョ
ッ
ク
を
境
に
、
Ｌ
Ｍ
Ｅ

の
ア
ル
ミ
在
庫
は
積
み
上

が
っ
て
い
っ
た
。「
ブ
ラ
ッ

ク
ホ
ー
ル
」（
商
社
）
の
よ

う
に
地
金
を
吸
い
込
む

と
、
当
時
の
過
去
最
高
記

録
だ
っ
た
94
年
6
月
の
2

6
6
万
㌧
を
簡
単
に
抜
き

去
っ
た
。増
え
た
在
庫
は
、

オ
ラ
ン
ダ
の
フ
リ
シ
ン
ゲ

ン
と
米
国
の
デ
ト
ロ
イ
ト

に
集
中
。
一
方
、
出
庫
ま

で
に
か
か
る
期
間
は
長
期

化
し
た
。

Ｌ
Ｍ
Ｅ
価
格
の
サ
ヤ
を

利
用
し
て
利
益
を
稼
い
だ

り
、
出
庫
を
滞
ら
せ
る
こ

と
で
保
管
料
を
稼
ぐ
と
い

っ
た
金
融
取
引
の
存
在
が

あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
コ
ン

タ
ン
ゴ
（
順
ザ
ヤ
）
や
低

金
利
を
背
景
に
、
取
引
に

関
係
す
る
金
融
機
関
や
生

産
者
、
倉
庫
会
社
す
べ
て

に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
仕
組

み
。
現
物
を
担
保
に
す
る

た
め
、
金
融
取
引
を
行
え

ば
在
庫
は
積
み
上
が
り
や

す
く
な
る
。
12
年
1
月
に

は
、
Ｌ
Ｍ
Ｅ
在
庫
が
5
0

0
万
㌧
を
突
破
し
た
。

滞
っ
て
い
る
地
金
の
受

け
渡
し
解
消
に
向
け
た
新

し
い
倉
庫
ル
ー
ル
、
ロ
ー

ド
イ
ン
・
ロ
ー
ド
ア
ウ
ト

（
Ｌ
Ｉ
Ｌ
Ｏ
）
が
15
年
2

月
か
ら
の
適
用
が
決
ま
る

と
、
膨
大
に
積
み
上
が
っ

た
Ｌ
Ｍ
Ｅ
在
庫
の
減
少
が

鮮
明
と
な
っ
た
。
14
年
7

月
に
は
、
1
年
10
カ
月
ぶ

り
に
5
0
0
万
㌧
を
下
回

る
。
15
年
2
月
に
は
4
0

0
万
㌧
、
15
年
11
月
に
は

3
0
0
万
㌧
、
17
年
3
月

に
は
2
0
0
万
㌧
を
、
そ

れ
ぞ
れ
割
り
込
ん
だ
。

金
融
取
引
の
条
件
だ
っ

た
順
ザ
ヤ
や
低
金
利
も
解

消
し
た
。
15
年
に
は
バ
ッ

ク
ワ
ー
デ
ー
シ
ョ
ン
（
逆

ザ
ヤ
）
が
出
現
し
、
米
国

が
9
年
ぶ
り
と
な
る
利
上

げ
に
か
じ
を
切
っ
た
。

現
地
2
日
時
点
で
は
98

万
3
2
5
0
㌧
と
、
1
0

0
万
㌧
を
割
り
込
ん
で
も

Ｌ
Ｍ
Ｅ
在
庫
の
減
少
傾
向

は
続
い
て
い
る
。
在
庫
が

減
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
逆

ザ
ヤ
が
発
生
し
や
す
く
な

る
こ
と
へ
の
懸
念
も
生
じ

て
き
た
。

上
期
始
ま
り
の
4
月
に
2
0
0

0
㌦
台
前
半
だ
っ
た
ア
ル
ミ
は
、

米
国
に
よ
る
露
ル
サ
ー
ル
へ
の
制

裁
表
明
を
き
っ
か
け
と
し
て
一
気

に
2
7
0
0
㌦
台
ま
で
上
昇
。
し

か
し
、
米
中
貿
易
摩
擦
を
懸
念
し

た
リ
ス
ク
オ
フ
の
動
き
を
反
映

し
、
足
元
は
再
び
期
初
の
水
準
に

押
し
戻
さ
れ
て
い
る
。

下
期
の
ア
ル
ミ
相
場
は
ロ
ン
ド

ン
金
属
取
引
所
（
Ｌ
Ｍ
Ｅ
）
3
カ

月
先
物
で
2
0
0
0
―
2
4
0
0

㌦
レ
ン
ジ
を
予
想
す
る
。
実
需
面

を
見
れ
ば
、
世
界
需
給
は
ほ
ぼ
バ

ラ
ン
ス
し
て
い
る
が
、
目
先
は
ア

ル
ミ
ナ
の
供
給
不
安
や
中
国
の
冬

期
減
産
見
通
し
な
ど
の
強
材
料
が

あ
る
た
め
、
2
0
0
0
㌦
ラ
イ
ン

で
下
値
は
底
堅
い
だ
ろ
う
。

一
方
、
中
間
選
挙
も
控
え
、
米

国
が
対
中
政
策
を
大
き
く
方
向
転

換
す
る
こ
と
は
考
え
に
く
く
、
こ

の
こ
と
が
重
し
と
な
り
上
期
並
み

の
高
値
を
付
け
る
の
は
難
し
い
と

み
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
米

国
の
ル
サ
ー
ル
へ
の
制
裁
が
解
除

も
し
く
は
実
施
時
期
延
長
さ
れ
る

と
い
う
こ
と
が
前
提
。
制
裁
実
行

に
よ
り
供
給
不
足
が
拡
大
す
る
よ

う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
さ
ら
に
高

値
を
付
け
る
可
能
性
は
あ
る
。

ロ
ン
ド
ン
金
属
取
引
所
（
Ｌ
Ｍ

Ｅ
）
の
3
カ
月
物
は
、
ト
ン
2
0

0
0
―
2
5
0
0
㌦
を
予
想
す

る
。景
気
後
退
を
織
り
込
み
つ
つ
、

非
鉄
金
属
相
場
は
下
が
っ
て
き
て

い
る
。
こ
こ
か
ら
一
段
安
す
る
可

能
性
は
低
い
も
の
の
、
需
要
面
か

ら
積
極
的
に
価
格
を
押
し
上
げ
る

強
材
料
は
出
て
き
づ
ら
い
と
み

る
。ロ

シ
ア
の
ア
ル
ミ
大
手
ル
サ
ー

ル
に
対
す
る
制
裁
は
、
ど
ち
ら
か

と
言
え
ば
解
除
の
方
向
に
向
か
っ

て
い
る
。
仮
に
制
裁
が
続
い
た
と

し
て
も
、
す
で
に
相
場
に
は
織
り

込
ま
れ
て
お
り
、
急
伸
の
可
能
性

は
低
い
だ
ろ
う
。

世
界
需
給
は
ト
ン
ト
ン
に
近
い

な
ど
、供
給
不
足
気
味
で
は
あ
る
。

た
だ
、
世
界
ア
ル
ミ
需
要
の
伸
び

は
一
服
も
よ
う
。
中
国
の
イ
ン
フ

ラ
向
け
な
ど
が
限
ら
れ
て
き
て
お

り
、
自
動
車
販
売
台
数
は
鈍
化
し

て
い
る
。
需
要
面
か
ら
は
相
場
を

押
し
上
げ
る
力
強
さ
を
欠
く
。

一
方
、
中
国
が
計
画
し
て
い
る

冬
季
減
産
が
進
め
ば
、
レ
ン
ジ
の

上
限
2
5
0
0
㌦
を
試
す
場
面
も

あ
り
そ
う
だ
。
Ｌ
Ｍ
Ｅ
在
庫
も
減

少
傾
向
に
あ
り
、
1
0
0
万
㌧
を

割
り
込
ん
で
き
て
い
る
。

亜
鉛
の
ロ
ン
ド
ン
金
属

取
引
所
（
Ｌ
Ｍ
Ｅ
）
在
庫

が
約
5
年
ぶ
り
の
低
水
準

と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
1

カ
月
で
4
万
㌧
近
く
搬
出

さ
れ
て
減
少
ス
ピ
ー
ド
が

早
ま
っ
て
お
り
、
現
地
1

日
の
総
在
庫
量
は
20
万
㌧

割
れ
。
上
海
先
物
取
引
所

（
Ｓ
Ｈ
Ｆ
Ｅ
）
在
庫
は
10

年
ぶ
り
の
3
万
㌧
割
れ
と

な
っ
て
お
り
、
世
界
的
な

在
庫
低
水
準
が
Ｌ
Ｍ
Ｅ
相

場
の
押
し
上
げ
要
因
に
も

な
っ
て
い
る
。

現
地
1
日
の
総
在
庫
量

は
前
日
比
2
6
0
0
㌧
減

の
19
万
9
3
2
5
㌧
。
9

月
25
日
に
19
万
9
2
0
0

㌧
と
、
2
0
1
3
年
7
月

以
来
の
20
万
㌧
割
れ
と
な

っ
た
が
、再
び
下
回
っ
た
。

港
別
で
は
ニ
ュ
ー
オ
リ
ン

ズ
港
（
米
国
）
14
万
9
3

5
0
㌧
、
ア
ン
ト
ワ
ー
プ

港
（
ベ
ル
ギ
ー
）
5
万
1

2
0
0
㌧
の
2
港
に
99
％

以
上
が
偏
在
し
て
お
り
、

ア
ジ
ア
地
域
で
は
ほ
ぼ
払

底
し
て
い
る
。

Ｓ
Ｈ
Ｆ
Ｅ
在
庫
は
国
慶

節
前
の
先
月
28
日
時
点
で

2
万
9
2
0
4
㌧
。
15
万

㌧
超
が
積
み
上
が
っ
て
い

た
3
月
末
と
比
べ
る
と
5

分
の
1
以
下
に
低
下
し
、

07
年
10
月
以
来
の
少
な

さ
。
両
在
庫
を
合
わ
せ
た

数
量
は
世
界
消
費
量
の
1

週
間
未
満
と
い
う
低
い
水

準
に
な
っ
て
い
る
。

国
際
鉛
亜
鉛
研
究
会

（
Ｉ
Ｌ
Ｚ
Ｓ
Ｇ
）
の
発
表

に
よ
れ
ば
、
1
―
6
月
の

亜
鉛
の
世
界
需
給
実
績
は

1
万
7
0
0
0
㌧
の
供
給

不
足
だ
っ
た
。
相
場
高
に

よ
る
中
国
な
ど
の
鉱
石
生

産
復
活
で
、
前
年
同
期
の

19
万
3
0
0
0
㌧
不
足
か

ら
大
幅
に
縮
小
し
て
い
る

も
の
の
、
供
給
不
足
に
よ

る
在
庫
減
少
の
ト
レ
ン
ド

は
続
い
て
い
る
。

Ｌ
Ｍ
Ｅ
相
場
の
現
物
セ

ツ
ル
メ
ン
ト（
前
場
売
値
）

は
9
月
18
日
以
来
、
1
営

業
日
を
除
い
て
続
伸
。
現

地
2
日
は
前
日
比
74
㌦
高

の
2
6
9
3
㌦
と
、
11
営

業
日
で
計
17
・
8
％
上
昇

し
た
。
Ｌ
Ｍ
Ｅ
在
庫
は
10

万
㌧
を
下
回
っ
た
リ
ー
マ

ン
・
シ
ョ
ッ
ク
前
の
06
―

07
年
と
比
べ
る
と
ま
だ
余

裕
は
あ
る
が
、
米
中
貿
易

摩
擦
に
よ
る
下
落
か
ら
、

買
い
戻
す
足
掛
か
り
と
し

て
好
材
料
視
さ
れ
て
い
る

も
よ
う
だ
。

ロ
ン
ド
ン
金
属
取
引
所
（
Ｌ
Ｍ

Ｅ
）の
3
カ
月
物
は
、ト
ン
1
9
0

0
―
2
2
0
0
㌦
を
予
想
。
ロ
シ

ア
の
ア
ル
ミ
大
手
ル
サ
ー
ル
に
対

す
る
制
裁
継
続
や
、
冬
場
に
中
国

の
減
産
が
行
わ
れ
れ
ば
2
2
0
0

㌦
も
あ
り
そ
う
だ
。
一
方
、
制
裁

解
除
と
な
れ
ば
、
1
9
0
0
㌦
に

下
押
す
場
面
も
あ
る
と
み
る
。

景
気
が
後
退
し
始
め
て
い
る
こ

と
は
、
ア
ル
ミ
価
格
に
と
っ
て
マ

イ
ナ
ス
に
働
く
。
景
気
後
退
を
エ

ス
カ
レ
ー
タ
ー
に
例
え
れ
ば
、
下

り
に
乗
っ
て
い
る
よ
う
な
も
の
。

何
も
し
な
け
れ
ば
下
が
っ
て
い
く
。

コ
ス
ト
増
と
供
給
懸
念
を
理
由

に
、
下
り
に
乗
り
つ
つ
も
エ
ス
カ

レ
ー
タ
ー
の
階
段
を
上
っ
て
い
る

の
が
今
の
ア
ル
ミ
と
い
え
る
。
石

炭
価
格
の
上
昇
に
電
気
価
格
が
つ

れ
高
し
て
い
る
こ
と
は
、
ア
ル
ミ

相
場
を
底
堅
く
し
て
い
る
と
の
印

象
を
持
つ
。
ア
ル
ミ
は
、
生
産
コ

ス
ト
に
占
め
る
電
気
の
割
合
が
高

い
。11

月
に
Ｃ
Ｏ
Ｐ
25
（
第
25
回
気

候
変
動
枠
組
条
約
締
約
国
会
議
）

を
控
え
る
。
中
国
か
ら
石
炭
の
使

用
制
限
に
つ
い
て
ア
ピ
ー
ル
が
あ

る
よ
う
な
ら
、
コ
ス
ト
面
か
ら
さ

ら
に
下
支
え
ら
れ
や
す
い
。

ロ
ン
ド
ン
金
属
取
引
所
（
Ｌ
Ｍ

Ｅ
）の
ア
ル
ミ
3
カ
月
物
は
、ト
ン

2
0
0
0
―
2
3
0
0
㌦
を
予

想
。
ロ
シ
ア
の
ア
ル
ミ
大
手
ル
サ

ー
ル
に
対
す
る
制
裁
の
行
方
次
第

で
は
、
瞬
間
的
に
レ
ン
ジ
の
上
限

を
超
え
て
く
る
可
能
性
が
あ
る
。

制
裁
が
解
除
さ
れ
な
か
っ
た
り

延
長
さ
れ
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
需

給
が
引
き
締
ま
る
と
の
観
測
と
と

も
に
、
予
想
レ
ン
ジ
の
上
限
2
3

0
0
㌦
を
突
き
抜
け
る
こ
と
は
十

分
に
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
そ
の

後
は
レ
ン
ジ
内
に
回
帰
し
て
く
る

だ
ろ
う
。

ル
サ
ー
ル
問
題
は
4
月
か
ら
続

い
て
お
り
、
あ
る
程
度
は
相
場
に

織
り
込
ま
れ
て
き
た
。
レ
ン
ジ
を

切
り
上
げ
る
ま
で
の
強
材
料
に
は

な
ら
な
い
と
み
る
。

一
方
、
下
値
不
安
は
小
さ
い
。

制
裁
が
解
除
さ
れ
て
も
、
予
想
レ

ン
ジ
内
で
の
値
動
き
に
な
り
そ
う

だ
。
ア
ル
ミ
地
金
の
主
原
料
で
あ

る
ア
ル
ミ
ナ
が
高
値
圏
で
推
移
す

る
な
ど
、
生
産
コ
ス
ト
は
上
昇
し

て
い
る
。
中
国
の
環
境
規
制
に
関

す
る
話
題
も
一
時
期
か
ら
落
ち
着

き
つ
つ
あ
る
と
は
い
え
、
今
冬
も

減
産
見
込
み
で
あ
る
こ
と
は
ア
ル

ミ
相
場
を
下
支
え
る
。

ロ
ン
ド
ン
金
属
取
引
所
（
Ｌ
Ｍ

Ｅ
）
ア
ル
ミ
相
場
の
3
カ
月
先
物

は
、
ト
ン
1
9
0
0
―
2
1
0
0

㌦
と
、
上
期
に
比
べ
て
弱
含
み
で

の
推
移
を
予
想
す
る
。
焦
点
は
①

米
中
貿
易
戦
争
に
よ
る
世
界
経
済

の
動
向
及
び
ア
ル
ミ
製
品
そ
の
他

へ
の
関
税
問
題
②
朝
鮮
半
島
の
地

政
学
リ
ス
ク
―
―
の
2
点
。

米
中
関
係
は
、
報
復
関
税
合
戦

が
収
ま
る
ど
こ
ろ
か
、
さ
ら
に
ヒ

ー
ト
ア
ッ
プ
す
る
可
能
性
が
高

く
、
今
後
も
世
界
経
済
に
悪
影
響

を
及
ぼ
す
可
能
性
が
高
い
。
中
国

は
米
と
の
報
復
関
税
合
戦
の
中
で

ア
ル
ミ
を
含
め
た
全
て
の
米
国
ス

ク
ラ
ッ
プ
に
対
し
25
％
の
高
率
輸

入
関
税
を
課
し
て
お
り
、
米
ア
ル

ミ
市
場
は
行
き
場
を
失
っ
た
ア
ル

ミ
ス
ク
ラ
ッ
プ
で
あ
ふ
れ
て
い

る
。
こ
の
荷
余
り
感
が
ア
ル
ミ
相

場
全
体
を
今
後
も
引
き
下
げ
る
可

能
性
が
高
い
の
で
は
な
い
か
。

②
は
、
核
廃
棄
が
先
か
、
朝
鮮

戦
争
終
結
宣
言
が
先
か
、
で
こ
う

着
状
態
に
あ
る
も
の
の
、
米
朝
関

係
が
急
激
に
悪
化
す
る
可
能
性
は

低
い
。
た
だ
、
次
回
の
米
朝
会
談

開
催
は
具
体
的
な
日
程
は
決
ま
っ

て
お
ら
ず
硬
直
状
態
は
し
ば
ら
く

続
く
と
予
想
す
る
。

三
菱
マ
テ
リ
ア
ル
は
3

日
、
中
高
温
大
気
下
で
使

用
可
能
な
銀
焼
成
膜
付
の

ア
ル
ミ
回
路
付
高
放
熱
セ

ラ
ミ
ッ
ク
ス
絶
縁
基
板
で

あ
る
Ｄ
Ｂ
Ａ
（
ダ
イ
レ
ク

ト
・
ボ
ン
デ
ッ
ド
・
ア
ル

ミ
ニ
ウ
ム
）
基
板
を
開
発

し
た
と
発
表
し
た
。
今
回

の
Ｄ
Ｂ
Ａ
基
板
は
、
自
動

車
や
工
場
な
ど
の
排
熱
回

収
技
術
と
し
て
今
後
採
用

が
期
待
さ
れ
て
い
る
熱
電

発
電
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
用
途

に
、
中
高
温
と
よ
ば
れ
る

3
0
0
―
4
5
0
度
の
大

気
中
で
も
使
用
可
能
と
し

た
。近

年
は
自
動
車
や
工
場

な
ど
の
排
熱
を
電
力
と
し

て
再
利
用
す
る
こ
と
が
可

能
な
熱
電
変
換
技
術
に
注

目
。
自
動
車
の
排
熱
を
再

利
用
す
る
場
合
に
使
用
す

る
熱
電
発
電
モ
ジ
ュ
ー
ル

は
、
銅
回
路
や
銀
回
路
を

セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
上
に
形
成

し
た
基
板
を
使
用
し
た
モ

ジ
ュ
ー
ル
の
上
下
に
温
度

差
を
与
え
る
こ
と
で
発
電

し
て
い
る
。
し
か
し
3
0

0
―
4
0
0
度
と
い
う
高

温
排
熱
の
中
で
熱
電
発
電

モ
ジ
ュ
ー
ル
を
使
用
す
る

場
合
、
大
気
中
に
お
け
る

回
路
金
属
の
酸
化
や
構
成

部
材
で
あ
る
基
板
お
よ
び

熱
電
変
換
素
子
の
ク
ラ
ッ

ク
に
よ
る
破
損
が
発
生
す

る
こ
と
が
あ
り
、
熱
電
発

電
モ
ジ
ュ
ー
ル
内
部
抵
抗

増
加
に
よ
る
出
力
低
下
が

課
題
と
な
っ
て
い
た
。

同
社
は
こ
う
し
た
課
題

に
対
し
、
Ｄ
Ｂ
Ａ
基
板
の

ア
ル
ミ
回
路
上
に
強
い
接

合
力
を
有
す
る
厚
膜
化
し

た
銀
焼
成
膜
を
形
成
す
る

よ
う
改
良
。
今
回
は
、
高

温
下
で
の
耐
酸
化
性
を
有

す
る
銀
に
よ
る
低
抵
抗
回

路
と
Ｄ
Ｂ
Ａ
基
板
の
ア
ル

ミ
に
よ
る
応
力
緩
和
性
を

両
立
し
た
新
製
品
の
開
発

に
成
功
し
た
。

新
製
品
は
応
力
緩
和
性

の
高
い
Ｄ
Ｂ
Ａ
基
板
の
上

に
銀
に
よ
る
厚
膜
回
路
を

形
成
す
る
こ
と
で
、
モ
ジ

ュ
ー
ル
内
部
抵
抗
の
上
昇

の
原
因
と
な
る
回
路
金
属

の
酸
化
抑
制
、
お
よ
び
構

成
部
材
の
接
合
性
低
下
や

ク
ラ
ッ
ク
に
よ
る
破
損
を

抑
制
し
、
高
温
環
境
下
で

の
連
続
使
用
に
お
け
る
発

電
量
減
少
を
微
小
化
し

た
。
ま
た
、
銀
の
厚
膜
回

路
は
、
最
表
面
に
純
銀
を

使
用
し
て
い
る
た
め
、
半

導
体
素
子
の
電
極
表
面
が

銀
や
金
の
場
合
、
接
合
材

が
不
要
な
固
相
拡
散
に
よ

り
直
接
接
合
を
す
る
こ
と

が
可
能
。
銀
の
厚
膜
回
路

上
に
熱
電
変
換
素
子
を
直

接
接
合
す
る
こ
と
で
モ
ジ

ュ
ー
ル
内
部
抵
抗
の
上
昇

を
抑
え
、
4
5
0
度
と
い

う
高
温
排
熱
の
中
で
も
高

耐
久
化
を
実
現
し
た
。
こ

れ
ら
銀
厚
膜
回
路
を
使
用

し
た
新
製
品
と
そ
の
半
導

体
素
子
へ
の
直
接
接
合
に

よ
り
、
熱
電
発
電
モ
ジ
ュ

ー
ル
の
高
温
に
対
す
る
信

頼
性
の
大
幅
な
改
善
に
寄

与
す
る
。

2
0
1
8
年
度
下
期
の
金
の
国

際
相
場
は
ト
ロ
イ
オ
ン
ス
1
0
0

0
―
1
4
0
0
㌦
の
レ
ン
ジ
が
予

測
さ
れ
る
。
年
内
は
1
1
5
0
㌦

あ
た
り
を
底
値
と
感
じ
る
。
金
の

実
需
は
堅
調
推
移
し
て
お
り
、
台

湾
で
も
現
物
が
手
に
入
り
に
く
い

状
況
だ
。
そ
の
一
方
、
国
際
相
場

は
9
月
ま
で
低
調
に
推
移
。
そ
の

背
景
に
は
米
連
邦
準
備
制
度
理
事

会
（
Ｆ
Ｒ
Ｂ
）
に
よ
る
利
上
げ
や

米
中
貿
易
紛
争
に
伴
う
ド
ル
高
な

ど
で
、
非
需
要
家
筋
が
カ
ラ
売
り

を
仕
掛
け
る
な
ど
の
動
き
が
金
の

安
値
寄
り
に
つ
な
が
っ
た
。

だ
が
、
11
月
の
米
国
中
間
選
挙

後
に
は
利
益
確
定
の
買
い
戻
し
が

あ
る
と
み
ら
れ
る
。
1
3
0
0
㌦

近
辺
ま
で
値
戻
し
が
あ
っ
て
も
不

思
議
で
は
な
い
。

年
明
け
以
降
は
米
国
消
費
や
賃

金
の
イ
ン
フ
レ
が
進
み
、
Ｆ
Ｒ
Ｂ

の
利
上
げ
の
動
き
が
想
定
を
超
え

れ
ば
底
値
で
1
0
0
0
㌦
も
有
り

得
る
。
た
だ
、
年
明
け
に
は
米
中

も
対
話
に
乗
り
出
す
こ
と
が
予
測

さ
れ
、
下
値
を
指
す
可
能
性
は
低

い
の
で
は
な
い
か
。
む
し
ろ
年
末

か
ら
一
段
高
と
な
る
1
4
0
0
㌦

を
目
指
す
可
能
性
が
よ
り
高
い
と

考
え
ら
れ
る
。

原
田
義
昭
環
境
相
は
2

日
夜
、
一
般
紙
・
専
門
紙

合
同
に
よ
る
就
任
後
初
の

記
者
会
見
を
行
っ
た
。
こ

の
中
で
原
田
環
境
相
は
、

気
候
変
動
対
策
へ
の
取
り

組
み
を
推
進
し
、
低
炭
素

社
会
実
現
の
重
要
性
を
強

調
。
そ
の
上
で
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
や

石
炭
火
力
は
国
際
趨
勢
か

ら
、
抑
制
の
方
向
で
動
く

べ
き
と
の
認
識
を
示
し

た
。
ま
た
、
海
洋
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ご
み
処
理
へ
の
対

応
に
つ
い
て
は
、
世
界
を

リ
ー
ド
し
て
い
き
た
い
と

の
考
え
を
明
ら
か
に
し

た
。原

田
環
境
相
は
、
1
9

6
8
年
東
大
法
卒
後
、
八

幡
製
鉄（
現
新
日
鉄
住
金
）

入
社
。
70
年
通
商
産
業
省

（
現
経
済
産
業
省
）入
省
。

90
年
衆
議
院
議
員
初
当
選

後
、
当
選
8
回
。
44
年
10

月
1
日
生
ま
れ
、
福
岡
県

出
身
。

財
務
省
が
こ
の
ほ
ど
発

表
し
た
8
月
の
貿
易
統
計

に
よ
る
と
、
銅
管
は
輸
入

量
が
前
年
同
月
比
30
％
増

の
1
5
0
4
㌧
と
3
カ
月

ぶ
り
に
増
加
し
た
。
8
月

の
数
量
と
し
て
は
、
13
年

以
来
5
年
ぶ
り
の
高
い
水

準
。
中
国
か
ら
の
輸
入
が

大
き
く
伸
び
た
。
輸
出
量

は
3
％
増
の
9
1
5
㌧
だ

っ
た
。

銅
管
の
輸
入
は
国
内
需

給
の
タ
イ
ト
さ
を
背
景
に

昨
秋
か
ら
今
春
に
か
け
活

発
だ
っ
た
が
、
銅
管
各
社

の
造
り
込
み
で
春
先
か
ら

は
タ
イ
ト
感
が
緩
和
し
、

6
、7
月
と
減
少
し
た
。7

月
以
降
の
記
録
的
猛
暑
で

最
大
の
需
要
先
で
あ
る
家

庭
用
エ
ア
コ
ン
の
生
産
も

過
去
最
高
水
準
を
維
持
し

て
き
た
も
の
の
、
銅
管
需

給
に
つ
い
て
は「
8
、9
月

と
む
し
ろ
余
裕
が
広
が
っ

て
い
る
」（
流
通
関
係
者
）

と
の
声
が
聞
か
れ
る
。

こ
う
し
た
状
況
で
8
月

に
高
水
準
の
輸
入
が
あ
っ

た
要
因
は
判
然
と
せ
ず
、

9
月
以
降
の
推
移
が
注
目

さ
れ
る
。
相
手
国
別
で
は

最
大
の
輸
入
先
の
中
国
が

59
％
増
の
1
0
5
3
㌧
と

大
幅
に
増
加
。
日
系
銅
管

工
場
が
あ
る
タ
イ
は
5
・

8
％
増
の
2
8
6
㌧
、
韓

国
は
40
％
減
の
1
1
8
㌧

だ
っ
た
。

輸
入
港
を
税
関
別
に
見

る
と
、
最
も
多
い
大
阪
が

9
・
1
％
増
の
4
5
5
㌧

で
、
東
京
が
15
％
増
の
4

0
9
㌧
、
名
古
屋
が
44
％

増
の
1
8
4
㌧
と
続
い

た
。
特
に
伸
び
が
目
立
っ

た
の
は
神
戸
（
1
1
3

㌧
）、門
司
（
1
0
4
㌧
）、

清
水（
50
㌧
）で
、
い
ず
れ

も
2
倍
以
上
に
増
え
た
。

輸
出
は
8
カ
月
ぶ
り
の

増
加
。
相
手
国
別
で
は
マ

レ
ー
シ
ア
が
22
％
増
の
7

7
5
㌧
で
、
中
国
が
46
％

減
の
66
㌧
だ
っ
た
。

米
ア
ー
コ
ニ
ッ
ク
は
1

日
、
ア
ル
ミ
板
を
手
掛
け

る
テ
ク
サ
カ
ー
ナ
工
場

（
テ
キ
サ
ス
州
）
を
、
台

湾
で
ス
テ
ン
レ
ス
パ
イ
プ

を
扱
う
大
成
不
銹
鋼
工
業

に
売
却
す
る
と
発
表
し

た
。大

成
不
銹
鋼
工
業
は
、

米
国
で
の
子
会
社
、
タ
チ

ェ
ン
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
を
通
じ
、
合
計
3
億

5
0
0
0
万
㌦
（
約
4
0

0
億
円
）
で
買
収
す
る
。

昭
和
電
工
は
3
日
、
劣

後
特
約
付
ロ
ー
ン
の
期
限

前
弁
済
を
行
っ
た
と
発
表

し
た
。
期
限
前
弁
済
総
額

は
2
4
0
億
円
。
同
社
で

は
、
劣
後
ロ
ー
ン
に
よ
る

財
務
体
質
強
化
の
役
割
を

終
え
た
と
し
て
、
今
回
の

措
置
に
至
っ
た
。

きょうの鉄

きょうの紙面

ききょょううのの鉄鉄

2
面

鉱山機械の生産能力を
強化
日立建機はマイニング（鉱山機械）
事業で、世界的な需要増に応じて
生産対応力を強める。常陸那珂臨
港工場にに集約・再編し、一部は海
外に移管する。

ききょょううのの紙紙面面
5
面
プレシュレッダー更新

飛田テック、効率化図る

9
面
ドル建て、直接中銀に
ザンビア、鉱山ロイヤリティー納付

11
面
鉛輸出、2000㌧超に急増

8月、原料荷余りが波及

神戸製鋼所
アルミ・銅事業部門
原料部長

マーケット・リスク
・アドバイザリー
代表取締役

橋本アルミ取締役

橋本健一郎

宮嶋渉氏

新村直弘氏

露ルサール問題でレンジ突破も アアルルミミ

需要面からの強材料欠く アアルルミミ

需要堅調、1000―1400㌦ 金金

アアルルミミ 米中関係悪影響、弱含み

アアルルミミ 電力コスト面から底堅い

アアルルミミ 需給バランスし2000―2400㌦

会
見
す
る
原
田
環
境
相

野村証券経済調査部
シニアエコノミスト

東京アルミセンター
社長

佳龍科技
広報担当兼
戦略アドバイザー

大越龍文氏

江川壮一氏

陸怡豪氏

18
年
度
下
期
市
況
見
通
し
④


